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１．はじめに 

富士山は４００年以上の間噴火していないが，活火山であ

る．しかし，夏の間は毎年約３０万人が登山を行っている．近

年の平穏な状況からいつ活発な状態になってもおかしくない． 

そのため，富士山登山道において火山性ガス（SO2，H2S）

濃度が夏の間にリアルタイムで様々なポイントで分かるように

なれば，防災に役だてることができる．しかし，大気微量成分

の観測には高価で大型の計測装置が必要であり，消費電力

も大きいため，野外やポータブルでの測定は困難である．そ

こで本研究では，電力消費の少ない火山性ガスセンサーを

用いて富士山登山道での火山性ガスのリアルタイム観測を実

現することを目指している．登山者の安全を確保するため，

ポータブル観測機での登山道の火山性ガス濃度の連続デー

タ観測と多地点（山小屋）に定点野外観測機を設置することに

よるリアルタイム野外観測を行うことを目標としている． 

 

２．火山性ガスセンサーとデータ転送機器 

火山性ガスセンサーは，Alphasense 社のガスセンサー，

SO2-B4 と H2S-B4を用いた．実験室内におけるキャリブレー

ションでは，数 ppb 程度までのガスの検出が可能であった．

また火山性ガスが常に排出されている大涌谷において，実

大気中の火山性ガスに正しく応答した．（図１） 

リアルタイム観測を行うために，富士山からデータを通信

することが必要である，ソニー社の ELTRES を用いて 3 分毎

のデータ転送を行うようにした．ELTRESは，省電力かつ遠距

離通信（Low Power Wide Area: LPWA）を行うもので，ソニー

独自の通信サービスである． 

３．登山道におけるリアルタイム連続火山性ガス濃度の測定 

２つの登山道において火山性ガス（SO2）のリアルタイム連

続濃度を測定した．（図２）ポータブルの SO2 センサーと

ELTRESを用い，火山性ガス濃度データとGPSデータを取得

した．ELTRES は登山道において３分に１度の間隔で連続的

に通信が可能であった．今年はより多くの登山道での観測を

行い，より正確な登山道の火山性ガスのリアルタイム連続火

山性濃度の測定を目指している． 

 

４．定点野外設置を目指した太郎坊でのテスト 

夏季に山小屋に SO2センサーと ELTRES を含む観測シス

テムを設置するために，山頂で越冬に成功しているシステム

の小型化と防水防塵性の向上を行った． 

富士山麓の太郎坊における野外定点設置では１か月半の

長期野外観測に成功した．これは富士山が登山者向けに開

放されている期間をカバーするものである．このシステムを山

小屋数カ所に設置することによる，観測ポイントの多点化を．

目指している．

 

  

 
図．２ 登山道におけるSO2濃度 図．１ 大涌谷におけるセンサーシグナル 


